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業仕分け」が喧（かまびす）しく報道されているとき、北海道新聞のコラム欄に「芸術文化を支えること」と題した小さな記事が掲載された。「 （事業仕分けに対し）道内の芸術・文化界も戦々恐々としている」と報じ、 「欧州では財政が苦しいから芸術、文化の予算を削るという発想はない。日本はどうだろう 」という札幌交響楽団の指揮者・広上淳一氏が定期演奏会の後で観客に訴えた
「発言」によるものである（〇九年一二月一一日） 。
（久才秀樹記者は）交響楽団の指揮者が、演奏後、観客に（直接、この種の）発言をするのは珍しいこと あり、そ 危機感が伝わってきたとも記してい 。国の事業仕分けに限らず、地方自治体でも予算削減 進んで
いる。とりわけ「不景気」な北海道では、深刻である。削減対象とな 分野で反対の声が上がるのはもっともだが、 中でも （教育や）芸術、文化は、 経済効果」や（表面的） 「必要性」が見えにくいだけに 最初に「削減対象 とされてしまう。それだけに、芸術・文化 携わるものにとっては、事態は切実だといえよう。
芸術・文化は、 （直接）おなかを満たしてはくれず、空気の














のあるべき姿・芸術監督の仕事）「本当の意味で『開かれた劇場』をつくるには、劇場が劇場として動き出すためのメカニズムを作らないといけない。それで、 （新国立劇場では）①文芸委員会②養成機関の設立、 ③海外、地方とのネットワーク（の強化、確立）④戯曲の図書館という四つの基本構想を（就任時）提唱したのです 」と。栗山のこの『四つの基本構想』の基本となっている「劇場」
に対する考え について、その発言を基 ふれ みたい。（一） 「一〇年前、 （栗山は）日本の演劇に絶望してもうやめようかと悩んで旅に出た き、ベルリンで、ペーター・シュタインの『三人姉妹』を見て『演劇には、まさに僕がそうだったように、人間を変え、救う力がある。一人でもいい、劇場のにいるかもしれないそんな人のために（演劇）作品を作りたい。 』 」 と思ったという。また、 「現代は総てが希薄な時代でしょ。化学反応を起こすよう 出会いがなく 表層的な記号の了解だけでヌッと通り過ぎてしま 。ITだとか何だとかいって画一化された情報の中でみんな流行に走り ブランドを追っ み
んな同じになってゆく。新しい情報をいち早くキャッチすることが先端みたいで。でも、それで答えがでる？答えが出ないから、演劇やっているわけ しょう。――異質 ばらばらなものがぶつかり合う最も生々しい現場が『演劇』だと思うから。――人間の皮膚感覚とか、肉感的なコミュニケーションみたいなものがすごくクローズアップされ、必要とさ て た。人間って何かを、問い続けている（存在な）ん すよ。 」（二） ロンドンの街にはたくさんの劇場があります。 ウエスト・エンドと呼ばれている商業劇場街へ行くと、建物は一九世紀のヴィクトリア朝のものがそ ほ んどで、それぞれに劇場の顔や体温が歴史の長さだけ深く染み込んでいて 劇場を自分の家のように愛し、必要としている国民皆で、大切に守っているように感じられます。そして、 それを取り囲むよ 「フリンジ」と呼ばれる小劇場 散在し います。それ 総 、うま 具合に市民生活の中 溶け込み、生き ま 。演劇が日常生活のプログラムの中にしっかりと、組み込まれているの す。人の生活の一部になった演 の力を 私（栗山）はロンドンの劇場街 中で、深く感じます。（三）日本の劇場の在り方とは、だいぶ距離があります。劇場は単なる「ハコ」ではありません 「誰のためのもの 」という人間をしっかりと対象に据えた視線が総て 出発点な です。昼間は、人々がコーヒーショップ 集い、劇場内には書店やギャラリーが併設されていて 開幕前 時間ともなる い
78劇評・レポート
つの間にか劇場の前は人で埋まっている。劇場とは、誰でもがいることの出来る「広場」なんだ、そしてその「広場」の中心に劇場があるんだ、という意識。日本の場合、どうしても「ハコ」が先行され、建物が立派に出来上がった後になって、さて何をやるんだ、予算を確保するためにどう日程をうめ か、などと本質が後回しにな 。（四）海外の劇場はまた、大きな特徴の一つとして、必ず教育の機能を備えています。また たんな 「ハコ」 はない証に、 芸術監督制のもとで組織的 活動が続けられています。 ヨーロッパを歩いていると、若い連中 劇場 あちこちに座って何時間も戯曲 読んで たり 自主的なプログラムでの即興（インプロヴィゼーション）や、音楽 ことばの融合の試みを行なうなど日常の風景としてよく出会います。自由で新しい波が次々と打ち寄せるように、劇場が何か 絶えず発信して る。（五） （その例として）ロンドンにあるロイアル・コート・シアターは、一九六〇年代の「怒れる若者たち」と う時代思潮の最前線に位置した劇場で、例えば ジョン・オズボーンやアーノルド・ウェスカー、そしてエドワード・ボンド った新しい演劇改革の劇作家を次々と生んできましたが、毎年夏に、 「ヤング・ライター・シリーズ」という企画で、新 い戯曲の公募をしています。だからでしょうか、 「劇作家の家」とも呼ばれています。私（栗山）が滞在していた きにも 選ばれた五本の作品を五人のプロの演出家がそれぞれ受け持ち、二階にあ
「アップステアーズ」という小空間で試演していました。 「失敗する権利」を与えながら積極的に育てていくというこのシステムは、新しい劇作家の誕生には適切と思いました。その企画公演はいつも満席で、 一般の観客に加え、 劇評家や劇場プロデューサーまでが観に来て、そこから優秀な作家が発掘されれば、すぐに国立劇場からも新作の発注が来るといったシステムなのです。劇場が何かを発信して るから、いつもその劇場が動いて見える 動いているから どこか新しく楽しそうな で皆 集まってく 。新しい戯曲を評価する批評家だけでは く、市民もたえず新しい才能をまって ます。劇場が確 なかたちでしっかりと市民生活の中の一部になっている です。（六）劇場を支えているのは、一般市民、普通の観客が持っている「良いものはよい、悪いものは悪 」とはっきりと批評する態度であることも言い添えておかなければなりません。パリ国立シャイヨー宮に、モスクワ芸術座の『かもめ』が招
聘されました。一九八八年 ことになります 、そのころパリの演劇界は、大変なチェーホフ・ブームで、何人もの著名 演出家がそれぞれの新解釈 、まるでチェ ホフ作品 解体 競うような、なんとも不幸な季節でした。そんな中、本家本元のモスクワ芸術座の登場ですから、切符は即、完売。期待は膨らむ一方でしたが、 モスクワの『かもめ』は フランス市民にとっては中途半端な現代的演出で、完全な 不評でした。観客ははっきりと不満の意思を表明しなが 一幕も半ば、五人
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接鑑賞させたい。と長年「芸術鑑賞教室 （演劇 場合「演劇教室」 ）を実施してきた。盛 であったとき 四月下旬から七月上旬まで、東京在住の数劇団が競い合って、一劇団当たり一五ステージ、 二〇ステージというように（中学校）高校が「鑑賞」した。
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〇九年の年末、ある高校の校長が「――困った。来年は演劇
を見せたいと思っているのだが、 北海道に来てくれる劇団が 『ない』見せたいものが『な 』――」という。そこで、私は、演劇教室を実施してきた（東京の）いくつかの劇団に、 意向を伺ってみた。ほとんどの劇団は「青森までは、予定を立てているが――。せめて、 六校七校がまとまって―」という返事であった。（つまり、経費がかかり、採算がとれない北海道で上演するくらいなら、本州で―。 いうわけである。 ）
この「芸術鑑賞教室」 （演劇の場合「演劇教室」 ）の問題点は、










四八〇席。舞台 口八． 三四間。舞台奥行き六． 六七間。プロセニアムまでの高さ三． 三九間である 共に 苫小牧市教育委員会スポーツ生涯学習部文化振興課文化芸術係が主管し、苫小牧振興公社が指定管理者として実働している。
開館利用の中身についてみてみよう。 苫小牧市の二館は、 もっ







唱歌をうたう集いin苫小牧」 「札幌交響楽団苫小牧定期公演」「苫小牧新人音楽会」 「ソプラノとギターのデュオリサイタル」など音楽関係が一五団体と多く、②「こども映画祭」 「苫小牧ドキュメンタリー映画祭二〇〇九」二団体、③「静川遺跡、縄文文化に関する講演会」 源氏物語読了記念講演会」 「香田誉士史氏
　
講演会」など講演会が三団体、④写真展、絵画展などの







とんどが「芸術監督」などを置き、 「ハコ」を「貸す」だけでなく、舞台芸術（創造）と地域のあり方を「政策」 方針 としてもつ「自主的な事業」を積極的に展開している。
九〇年に「水戸芸術館」が開場し、演劇の芸術監督に鈴木忠









注目すべき 『ゆめホール知床』 と 『あさひサンライズホー
ル』の活動
文化ホールを「貸し館」 （ 「場所」 「時間」 ）の提供としてでは
なく、芸術文化事業の企画実施、芸術文化活動の情報 提供、芸術文化活動の育成、アウトリーチ活動の活性化、地域の芸術文化活動に関する相談など、 （ 「公民館的活動」 ）を社会教育・生涯学習 動の視点で、住民とともに作り上げてきた――という意味で、注目すべき二館が、北海道にはある。知床半島 付け根、斜里町『ゆめホール知床』と士別市（から、十数キロも山の中に入った、士別市朝日町） 『あさひサンライズホール』である。以下、 「北翔大学生涯学習システム学部研究紀要
　
第
八号」に掲載した『地域で創る 活動 して 演劇―南幌町民劇団・ポロモイの旗上げー』より拙論を引用 たい。『ゆめホール知床』の前、館長川村雅美氏は、〇五年一〇月九日「開館から七年が過ぎようとしています。こ 施設 自分たちの施設と思う人たちは施設開館後も町民参加型演劇や音楽
劇を続け、 『ゆめホール知床』の文化ホール機能を充分に使い、自らが文化・芸術活動の担い手として活動を続けています。さらにこういった活動の中核に、施設開館以前から活動を続けていた既存の文化連盟の人たちに、新たな施設機能の出現に合わせて活動を始めた人たち（例、ボランティアのバックヤード集団 『裏方や』 など） が加わっています。 （森 取材に対する報告）という。
斜里町の人口は約一万三〇〇〇人。平成一六年度の年間会館
利用者数は、 なんと一三万七四一六人で、 （子どもから大人まで）町民が毎月、一人一回以上、ホールに足を運んだこと なる。（朝日町） 『サンライズホール』は、平成六年九月の開館以来
（平成一八年度まで一二年間）自主企画事業の公演回数は実に二三六回を数えている。単純に月に割り返すと一ヶ月に平均一・五回のペースで自主事業を開催してきたわけである。『東京に住む人たちがどれほど恵まれた環境の中にいても、みんなが皆、せっせと舞台に足を運んでいるはずもなく、むしろこの地域に住んでいる人のほうが、舞台に触れ、身近に感じているという実感があるのではないだろうか。 』 （平成一八年度事業報告書・あさひサンライズホ ル館長西條和則「 年を振り返って」より）と館長は言う。そして、注目すべきは、プロのアーチスト集団が、この住民
二〇〇〇人の小さな町（士別市内ではなく、十数キロも山間部に入った）に滞在が継続して ること 。和太鼓演奏集団
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の鬼太鼓座（おんでこざ）は一年間にわたる全国・全世界ツアーの立ち上げをこの町に滞在して行い、その初日の幕開けを『あさひサンライズホール』で開けるのが恒例と成ってきたことである。 （平成一八年度事業報告書）『あさひサンライズホール』の（士別市教育委員会文化振興主幹）漢幸雄氏は、まず富んだ土壌を作る。そのためには耕す手の力を抜かず、倦まず。そしていつかはそこが沃野となる。種をまく。空を見上げ、天に祈やがて花が咲き、種を形作り、次の世代へと繋がっていく。という。 （平成一六年事業報告書 一〇周年記念誌・表紙）（ 「北翔大学生涯学習システム学部研究紀要
　
第八号『地域で
創る生涯学習活動としての演劇―南幌町民劇団・ポロモイ 旗上げー』 」P２０５、P２０６）「公共劇場」は、 『劇場』であるから、舞台成果を第一に考えなくてはならない。成果とは何か。 「感動した」 「楽しかった」 「考えさせられた」 「表現におどろいた」 「刺激を受けた」これらのどれもが、成果であると思う。要は、優れた（演劇的）作品に出会うこと 重要ではなかろうか また 併設の資料室・図書
館などで、舞台装置図や戯曲に興味を持ったでもいい。 「劇場主催の○△に参加した子供が生き生きしている」や劇場主催の『市民劇』で「○☆役になった隣の叔父さんの日常とは全く違う面が感じられ、親しくなった」などということでもいい。
つまり、劇場の成果を、観客が何人は入ったか、経費をどれ
だけ削ったかといった数字ばかりを重視して評価するのは危険ではなかろ か。
そのために『ゆめホール知床』の前館長川村雅美氏や『あさ
ひサンライズホール』の（士別市教育委員会文化振興主幹）漢幸雄氏のような「目利き」である専門の劇場職員が優れた舞台を選んでプログラムを組み、地域の観客が優れた舞台 コンスタントに見られる環境を、 （舞台鑑賞システムを）作ることが大事ではなかろうか。
